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 の᳨ウࢫࢭࣟࣉのศᯒࢫࣜࢢ

                        ᒣ ཱྀ  㸨１ 

関  ᾈ Ꮚ㸨２ 

㹙せ  ᪨㹛 

当ࢱࣥࢭーでは、グリスのྠᐃをしたいという相ㄯがしࡤしࡤᐤࡏられる。ᚑ来はグリスのุู

は㉥እศ光ศ析を行っていたが、グリスにྵまれる基Ἔのᙳ㡪が大きく、グリスྠኈでは༊ูがつ

かないこともከかった。ᮏ◊✲では結合状態、ඖ⣲⤌ᡂ、⇕≀ᛶ、形状のほⅬからศ析を行い、得

られるศ析結果をᩚ理し、ศ析ࢭࣟࣉスの᳨ウを行った。 

 
 ࡵࡌࡣ １

グリスは、に基Ἔとቑࡻࡕうとῧຍから

ᵓᡂࡉれている༙ᅛయ状の₶で࠶る１）。⏘ᴗ

ศ㔝でᗈく用ࡉれている材料で࠶り、当ࣥࢭ

な相ㄯࠎーにおいてもグリスに関㐃したᵝࢱ

が࠶る。⨨の⤌み❧て時ࡸ用時に、意図ࡏず

࿘㎶の㒊ရにグリスが╔し具合が発⏕する、

というような内ᐜもよく࠶る相ㄯの୍つで࠶

る。 

このような具合のཎᅉ✲明のために、往ࠎに

してᐃᛶ的なศ析をồめられることがከい。᭷機

≀のศ析の௦表的な᪉ἲの１つは㉥እศ光ศ析

（FT-IR）で、当ࢱࣥࢭーでもグリスのศ析に用

いている。しかしながら、グリスのศ析では基Ἔ

のᡂศのᙳ㡪が大きく、基Ἔにྠࡌ系⤫のものが

われていた場合は、ᐃᛶがᅔ㞴となることがከ

い。  

ᮏ◊✲では結合状態、ඖ⣲⤌ᡂ、⇕≀ᛶ、形状

のほⅬからศ析を行い、得られるศ析結果をᩚ理

し、ศ析ࢭࣟࣉスの᳨ウを行った。また、グリスを

基Ἔと基Ἔをಖᣢするቑࡻࡕうにศ離することで

᭷な結果が得られるかを᳨ウした。ศ析機ჾは、

当ࢱࣥࢭーでಖ᭷する機ჾを用いた。 

２ ᐇ験᪉ἲ 

２．１ ᐇ験‽ഛ 

 ᳨ウを行うために㸵✀㢮のグリスを‽ഛした。

⏘ᴗ用㏵でᗈく用ࡉれているリ࢘ࢳム系ቑࡻࡕ

うを用したものを୰ᚰに㑅ᐃし、比較のため

ࣈリࣔࡸうを用したものࡻࡕム系ቑ࢘ࢩル࢝

をῧຍしたものも㑅ᐃした。用意した試料とࣥࢹ

用ࡉれているቑࡻࡕうは表１のとおり。試料

のಖ⟶にはスクリࣗー⟶を用いた。 

 

表１ ⏝ពࢫࣜࢢࡓࡋቑ࠺ࡻࡕ 

 

 

 のศ㞳ࢫࣜࢢ ２．２

 グリス50mgとࢧࣥ࢟࣊ 10mLをスクリࣗー⟶にධ

れ、㉸㡢Ἴ↷ᑕでᨩᢾ。ࡑの後、スクリࣗー⟶を㟼

⨨し、ୖみᾮとỿẊ≀にศ離した。取り出した

ỿẊ≀をࡉらに10ࣥࢧ࢟࣊mLでὙίし、ቑࡻࡕう

の試料とした。またୖみᾮは基Ἔの試料とした。 

㸨１ ୰ᢏ⾡ᨭᐊ ᰝ 

㸨２ 基┙ᢏ⾡ㄢ ᰝ 
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２．３ ㉥እศගศᯒ㸦FT-IR㸧 

ศ析⨨はᓥὠ〇స所〇IRPrestige-21を用

した。᳨出ჾは ATR ᳨出ჾ（ZnSe ム）をࢬリࣉ

用いた。試料は↓処理のグリス、ቑࡻࡕう、基

Ἔの㸱ࢱࣃーࣥで行った。グリスはࣉリࢬムୖに

┤᥋塗ᕸし、ቑࡻࡕうと基Ἔについては㐺量を

 。たࡏࡉを発ࣥࢧ࢟࣊ムୖにୗしࢬリࣉ

 

２．㸲 ⺯ග㹖⥺ศᯒ㸦XRF㸧 

 ⨨はリ࢞ク〇 ZSX Primusϩを用した。ศ

析ࣟࣉグࣛムは⨨にணめഛえられている EZ ス

ードでᐇした。試料はグリスのみをᑐࣔࣥࣕ࢟

㇟とした。 

 試料సᡂの᪉ἲはℐ⣬ἲとἜᅛἲの２つを用

いた。ℐ⣬ἲではᑓ用のℐ⣬にグリス塗ᕸ（15mg）

した。Ἔᅛἲではຍ⇕して⁐かした ドࣟࣄ-12

リࣥ㓟とグリスを重量比２：１でΰ合ࢸスࢩ࢟

してφ10mm のル࣑リࣥグのᆺにὶし㎸ࢇでᅛ

めた２）㸱）。 

 

２．５ ♧ᕪ㉮ᰝ⇕㔞 ᐃ㸦DSC㸧 

 ᓥὠ〇స所〇 DSC60-A を用し、↓処理のグ

リスのศ析を行った。試料はルࢭ࣑ルにᢞධし、

条件は㛤ጞ 度30Υ、⤊ 度300Υ、᪼ 速度

10Υ㸭min、N2 㞺ᅖẼとした。ศ析は試料ẖに㸱

回行い、試料量は表２のとおりとした。 

 

表２ DSC࡛の試ᩱ㔞 

 

２．㸴 ㉮ᰝ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ほ察 

 ⨨は᪥ᮏ㟁Ꮚ〇JSM-IT-300HR/LAを用し、ຍ

速㟁ᅽ５kV、WD10mm でほᐹをᐇした。ほᐹᑐ㇟は

ቑࡻࡕうで、ࢩリࣥࢥ ࣁୖ࢚࢘ にୗし、ࢧࣥ࢟࣊ を

発ࡏࡉた後、Au-Pdスࣃッࢱによりᑟ㟁ᛶをした。 

 ಸ⋡は 10,000 ಸと 30,000 ಸで、ቑࡻࡕうが

ᐦ㞟している㒊ศとらになっている㒊ศをほᐹ

箇所とした。 

 

２．㸵 ࣮࣮ࣞࢨᅇᢡᘧ⢏度ศᕸ ᐃ 

▼ⱥ〇のࣂッࢭࢳルにቑࡻࡕうをᢞධし、ᓥ

ὠ〇స所〇 SALD-2300 で ᐃした。ศᩓ፹は࣊

リࣥ㓟ࢸを用した。ᒅᢡ⋡のタᐃはスࣥࢧ࢟

リ࢘ࢳムの値をཧ考とした。 

 

３ 結果及び考察 

３．１ ㉥እศගศᯒ 

３．１．１ ↓ฎ⌮のࢫࣜࢢ 

↓処理のグリスのFT-IRの結果は図１のとおり。

試料２のみ୍ぢして㐪いがわかる結果となった。

ルを示してࢺク࣌スࡌྠࢇとのの試料はࡑ

いる。≉にリ࢘ࢳム系ቑࡻࡕうを用している

試料１、㸱、４、㸴、㸵についてはᕪがぢられな

かった。試料５については 1,500～1,600cm-1 の

 。ークにわずかな㐪いが確認できたࣆ

 

３．１．２ ቑ࠺ࡻࡕ 

ቑࡻࡕうのศ析結果は図２のとおり。リ࢘ࢳム

系ቑࡻࡕうと࢝ル࢘ࢩム系ቑࡻࡕうのุูが↓

処理グリスよりもᐜ᫆になり、またࢹー࣋ࢱースで

の᳨ ⣴でቑࡻࡕうの✀㢮のྠ ᐃがྍ 能で࠶った。 

 

３．１．３ ᇶἜ 

基Ἔのศ析結果は図㸱のとおり。試料２以እの

試料に㐪いはぢられず、↓処理グリスのศ析結果

は基Ἔのᙳ㡪が大きく出ていることが確認できた。 

ᴷ � ᴷ
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図２ ቑ࠺ࡻࡕのFT-IR結果 

図１ ↓ฎ⌮ࢫࣜࢢのFT-IR結果 
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図３ ᇶἜのFT-IR結果 

 

３．２ ⺯ග㹖⥺ศᯒ 

ศ析結果は表㸱のとおりで、試料調ᩚの᪉ἲู

にศけて表示した。各ඖ⣲ูにᴫ␎ᐃ量値をグ㍕

している。 

回ศ析した㸵試料では㹎、㹑、Ca、Zn、Mo、

Ba（表２୰で㯤Ⰽᙉ調）のྵ᭷の᭷↓ࡸᴫ␎ᐃ量

値がグリスのุูに㈨する情報と考えられた。≉

にMoࡸBaについては、ྵ᭷の᭷↓のみでุูで

きるྍ能ᛶが࠶る。 

ℐ⣬ἲでのศ析結果における㹁、㹍、Si はℐ

⣬から、Cr、Fe はศ析に用するスࣥࢸレス㗰

〇の࣍ルࢲーからも᳨出ࡉれているとᛮわれる。

またἜᅛἲの㹁、㹍はフࣛックスからも᳨出ࡉ

れているとᛮわれる。 

試料の๓処理᪉ἲの≉ᚩに目をྥけると、ℐ⣬

ἲは、๓処理が⡆౽、ಙྕ量がከく得られるな 

 

表３ ℐ⣬ἲἜᅛἲࢫࣜࢢࡿࡼのXRF結果 
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表３ ℐ⣬ἲἜᅛἲࢫࣜࢢࡿࡼのXRF結果 
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の࣓リッࢺが࠶る୍᪉、⧞り㏉しศ析にྥきで

としࢺリッ࣓ࢹᆒ୍な試料となるⅬがࡸるⅬ࠶

てᣲࡆられる。Ἔᅛἲは⧞り㏉しศ析ができる

Ⅼࡸᆒ୍かつ任意の大きࡉの試料をస〇できるⅬ

が࣓リッࢺで、フࣛックスにΰ合するためಙྕ量

が少ないことが࣓ࢹリッࢺで࠶った。試料量が少

ない場合ࡸᐃᛶ的な情報を得たい場合はℐ⣬ἲが

㐺しており、ศ析後の試料をಖ⟶するᚲせが࠶る

場合ࡸ⡆᫆ᐃ量値をグリスのุูに用する場合

はἜᅛἲが㐺していると考える。 

３．３ ♧ᕪ㉮ᰝ⇕㔞 ᐃ 

 ᐃの結果を図４に示す。 

図㸲 DSCの結果 

リ࢘ࢳム系ቑࡻࡕうを用した試料５以እの

ものは 200Υ㏆で྾ࣆークのࢺッࣉを㏄え、

試料５のみは 100Υ㏆に྾ࣆークのࢺッࣉが

ぢられた。この⇕の྾はቑࡻࡕうの⼥解に㉳

ᅉするものと考えられ、このࣆークを確認するࡔ

けでቑࡻࡕうの✀㢮をุูできるྍ能ᛶが࠶る。 

表４はࡑれࡒれのグリスの１回目、２回目、㸱

回目のDSCࣆーク 度で࠶る。ྠࡌリ࢘ࢳム系ቑ

っても試料４以እは࠶うを用いたグリスでࡻࡕ

⧞り㏉し ᐃしても⌧ᛶがⰋく、ࣆークࢺッࣉ

の⌧れる 度によりグリスを༊ูできるྍ能ᛶが

示၀ࡉれた。試料４はඖࠎ、DSC 、ークがపくࣆ

試料量が少なくなるとࡉらにࣆークが᭕になり、

DSCࣆーク 度がࡤらついたものと᥎ する。 

試料量が５mg ⛬度の少量で࠶ってもࣆークを

確認することができたが、࣋ースࣛࣥにはれ

がぢられるため、これを㑊けるためには 10～

20mg⛬度の試料がᚲせとᛮわれる。 

表㸲 DSCࢡ࣮ࣆ 度 

３．㸲 ㉮ᰝ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ほ察 

ᐦ㒊ศの 10,000 ಸのቑࡻࡕうの次㟁Ꮚ像

を図５に示す。試料１、試料㸱ཬࡧ試料㸵はࡰ

試料５、試料ࡸ形状がぢてとれるが、試料２ࡌྠ

㸴はቑࡻࡕうのኴࡉなに㐪いがぢられる。≉

に試料２については、のリ࢘ࢳム系ቑࡻࡕう

と比較しても明らかな㐪いがわかる。 
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図５ ᐦ㒊ศのḟ㟁Ꮚീ㸦10,000ಸ㸧

ᐦ㒊ศの 30,000 ಸのቑࡻࡕうの次㟁Ꮚ像

を図㸴に示す。10,000 ಸの像ではྠࡌኴࡉにぢ

えた試料1と試料㸱にもࡑの形状に㐪いが確認で

きた。 

図㸴 ᐦ㒊ศのḟ㟁Ꮚീ㸦30,000ಸ㸧

ྠᵝに㒊ศの10,000ಸと30,000ಸのቑࡻࡕ

うの次㟁Ꮚ像をࡑれࡒれ図㸵、㸶に示す。

10,000 ಸのほᐹ像ではᐦ㒊ศのほᐹ像とྠᵝに

試料２と試料５がの試料と大きく㐪うᵝᏊが確

認できた。また 30,000 ಸのほᐹቑでは、試料２の

᪉が試料５よりも▷い形状で࠶ることがわかった。

㉮ᰝ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ではቑࡻࡕうの㞟合యの形状

を比較する᪉ἲと、ቑࡻࡕう༢యの形状で比較

する᪉ἲが考えられる。 

図㸵 㒊ศのḟ㟁Ꮚീ㸦10,000ಸ㸧

図㸶 㒊ศのḟ㟁Ꮚീ㸦30,000ಸ㸧

しかしながら、๓⪅の᪉ἲではࡑの形状をᐈほ

的に示すことが㞴しい。また後⪅の᪉ἲでは、ኴ

がᣦᶆとして考えられるが、㟁ࢳッࣆ、ࡉ㛗、ࡉ

Ꮚ㢧ᚤ㙾はᒁ所的なほᐹとなるため、数ከくのቑ

௦表的な数値、ࡤうの形状を ᐃしなけれࡻࡕ

を得られないという㞴しࡉが࠶る。ࢩリ࢚࢘ࣥࢥ

画像ࡸることࡏࡉうをศᩓࡻࡕにᆒ୍にቑୖࣁ

処理と⤌み合わࡏることにより、ቑࡻࡕうの㐪

いをᐈほ的なࢹーࢱとして示ࡏるྍ能ᛶが࠶る。 

 ᅇᢡᘧ⢏度ศᕸ ᐃ࣮ࢨ࣮ࣞ ３．５

ᚄ、ࣔードᚄ、ᖹࣥࢹれの試料の࣓ࡒれࡑ

ᆒᚄを表５に示す。 

ᚄ、ࣔードᚄ、ᖹᆒᚄにおいて、リࣥࢹ࣓
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の࣓リッࢺが࠶る୍᪉、⧞り㏉しศ析にྥきで

としࢺリッ࣓ࢹᆒ୍な試料となるⅬがࡸるⅬ࠶

てᣲࡆられる。Ἔᅛἲは⧞り㏉しศ析ができる

Ⅼࡸᆒ୍かつ任意の大きࡉの試料をస〇できるⅬ

が࣓リッࢺで、フࣛックスにΰ合するためಙྕ量

が少ないことが࣓ࢹリッࢺで࠶った。試料量が少

ない場合ࡸᐃᛶ的な情報を得たい場合はℐ⣬ἲが

㐺しており、ศ析後の試料をಖ⟶するᚲせが࠶る

場合ࡸ⡆᫆ᐃ量値をグリスのุูに用する場合

はἜᅛἲが㐺していると考える。 

 

３．３ ♧ᕪ㉮ᰝ⇕㔞 ᐃ 

 ᐃの結果を図４に示す。 

 

 

図㸲 DSCの結果 

リ࢘ࢳム系ቑࡻࡕうを用した試料５以እの

ものは 200Υ㏆で྾ࣆークのࢺッࣉを㏄え、

試料５のみは 100Υ㏆に྾ࣆークのࢺッࣉが

ぢられた。この⇕の྾はቑࡻࡕうの⼥解に㉳

ᅉするものと考えられ、このࣆークを確認するࡔ

けでቑࡻࡕうの✀㢮をุูできるྍ能ᛶが࠶る。 

表４はࡑれࡒれのグリスの１回目、２回目、㸱

回目のDSCࣆーク 度で࠶る。ྠࡌリ࢘ࢳム系ቑ

っても試料４以እは࠶うを用いたグリスでࡻࡕ

⧞り㏉し ᐃしても⌧ᛶがⰋく、ࣆークࢺッࣉ

の⌧れる 度によりグリスを༊ูできるྍ能ᛶが

示၀ࡉれた。試料４はඖࠎ、DSC 、ークがపくࣆ

試料量が少なくなるとࡉらにࣆークが᭕になり、

DSCࣆーク 度がࡤらついたものと᥎ する。 

試料量が５mg ⛬度の少量で࠶ってもࣆークを

確認することができたが、࣋ースࣛࣥにはれ

がぢられるため、これを㑊けるためには 10～

20mg⛬度の試料がᚲせとᛮわれる。 

 

表㸲 DSCࢡ࣮ࣆ 度 

 

 

３．㸲 ㉮ᰝ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ほ察 

ᐦ㒊ศの 10,000 ಸのቑࡻࡕうの次㟁Ꮚ像

を図５に示す。試料１、試料㸱ཬࡧ試料㸵はࡰ

試料５、試料ࡸ形状がぢてとれるが、試料２ࡌྠ

㸴はቑࡻࡕうのኴࡉなに㐪いがぢられる。≉

に試料２については、のリ࢘ࢳム系ቑࡻࡕう

と比較しても明らかな㐪いがわかる。 
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図５ ᐦ㒊ศのḟ㟁Ꮚീ㸦10,000ಸ㸧 

 

 ᐦ㒊ศの 30,000 ಸのቑࡻࡕうの次㟁Ꮚ像

を図㸴に示す。10,000 ಸの像ではྠࡌኴࡉにぢ

えた試料1と試料㸱にもࡑの形状に㐪いが確認で

きた。 

 

 

図㸴 ᐦ㒊ศのḟ㟁Ꮚീ㸦30,000ಸ㸧 

 

 ྠᵝに㒊ศの10,000ಸと30,000ಸのቑࡻࡕ

うの次㟁Ꮚ像をࡑれࡒれ図㸵、㸶に示す。

10,000 ಸのほᐹ像ではᐦ㒊ศのほᐹ像とྠᵝに

試料２と試料５がの試料と大きく㐪うᵝᏊが確

認できた。また 30,000 ಸのほᐹቑでは、試料２の

᪉が試料５よりも▷い形状で࠶ることがわかった。 

㉮ᰝ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ではቑࡻࡕうの㞟合యの形状

を比較する᪉ἲと、ቑࡻࡕう༢యの形状で比較

する᪉ἲが考えられる。 

 

図㸵 㒊ศのḟ㟁Ꮚീ㸦10,000ಸ㸧 

 

 

図㸶 㒊ศのḟ㟁Ꮚീ㸦30,000ಸ㸧 

 

しかしながら、๓⪅の᪉ἲではࡑの形状をᐈほ

的に示すことが㞴しい。また後⪅の᪉ἲでは、ኴ

がᣦᶆとして考えられるが、㟁ࢳッࣆ、ࡉ㛗、ࡉ

Ꮚ㢧ᚤ㙾はᒁ所的なほᐹとなるため、数ከくのቑ

௦表的な数値、ࡤうの形状を ᐃしなけれࡻࡕ

を得られないという㞴しࡉが࠶る。ࢩリ࢚࢘ࣥࢥ

画像ࡸることࡏࡉうをศᩓࡻࡕにᆒ୍にቑୖࣁ

処理と⤌み合わࡏることにより、ቑࡻࡕうの㐪

いをᐈほ的なࢹーࢱとして示ࡏるྍ能ᛶが࠶る。 

 

 ᅇᢡᘧ⢏度ศᕸ ᐃ࣮ࢨ࣮ࣞ ３．５

ᚄ、ࣔードᚄ、ᖹࣥࢹれの試料の࣓ࡒれࡑ

ᆒᚄを表５に示す。 

ᚄ、ࣔードᚄ、ᖹᆒᚄにおいて、リࣥࢹ࣓ 
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うྠኈでも試料間で㐪いがぢらࡻࡕム系ቑ࢘ࢳ

れた。しかしながら、๓㏙の㉮ᰝ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾での

ほᐹ結果と୍⮴していない㒊ศも࠶り、ቑࡻࡕう

の形状をᫎしているとはゝいがたい。この 

ᐃ᪉ἲではレーࢨー光の回ᢡࢱࣃーࣥから⌫相当

ᚄをᑟき出すもので࠶るため、⧄⥔状のቑࡻࡕう

の ᐃにྥきで࠶ったとᛮわれる。またቑ

すい形状となっていࡸうはいに⤡み合いࡻࡕ

るため、次⢏Ꮚ的に結合するྍ能ᛶも㧗い。ศ

ᩓによる次⢏Ꮚの解ᾘなの๓処理条件が確

❧できれࡤ⡆౽な形状の評価᪉ἲとして用でき

るྍ能ᛶが࠶る。 

 

表５ ⢏度ศᕸ ᐃの結果 

 

 

㸲 ࡵࡲ 

ᮏ◊✲では、᪂ရのグリスをᑐ㇟としてᵝࠎな

ศ析・ ᐃを行い、グリスのᐃᛶࢭࣟࣉスについ

て᳨ウした。 

 FT-IR では、ᚑ来おりのグリスをࡑのままศ

析する᪉ἲでも㐪いがぢられるものも࠶ったが、

基Ἔとቑࡻࡕうをศ離することで、基Ἔのᙳ㡪

を㝖き、ቑࡻࡕうの✀㢮を≉ᐃしࡸすくなるこ

とがわかった。 

 XRF では、各グリスにྵまれるඖ⣲の㐪いでࡑ

れࡒれのグリスのุูをできࡑうなことがわかっ

た。ℐ⣬ἲとἜᅛἲのࡑれࡒれの≉ᚩをᢕᥱで

きた。 

 DSCでは、グリスをศ離しなくても DSCࣆーク

 度によりቑࡻࡕうの✀㢮がุูできるྍ能ᛶ

が示၀ࡉれた。 

 SEM によるほᐹでは、ศ離したቑࡻࡕうのほ

ᐹを行うことで、ྠࡌ✀㢮のቑࡻࡕうでも形状

の㐪いがぢられるྍ能ᛶが࠶った。 

 ⢏度ศᕸ ᐃでは、ࡑれࡒれの試料で࣓ࢹ

ࣥᚄなに㐪いがぢられたが、SEM のほᐹ結果と

しࡰのようなཎᅉが結果にᙳ㡪をཬ、ずࡏ⮴୍

ているのかは明で࠶った。 

 

５ 考察 

 ᐇ㝿にグリスのᐃᛶを行う㝿には、ケースࣂ

ケースのᑐ応となるが、まずはグリスを↓処理か

つ少量でศ析できるFT-IRとDSCによるศ析がⰋ

いと考えられる。ࡑの後状ἣに応ࡌて、XRF ࡸ

SEM なの㐪うほⅬのศ析のᐇࡸ、グリスをቑ

ࣟࣉうと基Ἔにศ離してศ析を行うというࡻࡕ

ࢸ、れる。回はᐇしていないがࡉスがᐃࢭ

ῧຍ≀のࡸGC-MSによる基Ἔࡸศ光ศ析ࢶル࣊ࣛ

ศ析と⤌み合わࡏる᪉ἲも᭷ຠで࠶る。 

ᕷ場で用ࡉれて࿘㎶⎔ቃからのᙳ㡪をཷけた

グリスࡸ⤒ᖺຎしたグリスについては、ᮏ◊✲

ではᑐ㇟としていない。ᐇ㝿にᕷ場で用ࡉれた

グリスのศ析をする場合は࿘㎶⎔ቃのᙳ㡪を考៖

し、␗≀のΰධࡸຎによるᙳ㡪が少ないᡭἲを

㑅ᢥすることがᮃましい。 
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㸨１ 基┙ᢏ⾡ㄢ ᢏᖌ 

㸨２ 基┙ᢏ⾡ㄢ 任◊✲ဨ 

㸨㸱 基┙ᢏ⾡ㄢ 任 

（⌧ 基┙ᢏ⾡ㄢ ᰝ） 

㠃⢒ࡉ ᐃの ᐃᡭἲの᳨ウ 

⏣ ୰ ᩔ ኈ㸨1 
ୖ ཎ  ᚸ㸨2 
 ぢ ᗤ ᖹ㸨3 

㹙せ  ᪨㹛 

ᚑ来の⥺⢒ࡉ（次ඖ）よりもᗈ⠊ᅖでの評価がྍ能で࠶る㠃⢒ࡉ（୕次ඖ）をຠ⋡的にά用す

るため、ࡑの ᐃᡭἲについて᳨ウを行った。また、ࡑの条件をỴᐃするためのせ⣲についても᳨

ウを行った。᳨ウの結果、表㠃ᵓ㐀の最もᑠࡉいとみなすᒣのスケールより୍ᐃのุ᩿ができるこ

とがศかり、ࡑれにより༢㠃✚࠶たりの ᐃ時間をᚑ来よりも大ᖜに▷⦰できることがศかった。 

 
 ࡵࡌࡣ １

㠃⢒ࡉは、⥺⢒ࡉよりもᗈ⠊ᅖでの評価がྍ能

で࠶るが、≉ᐃの ᐃ᪉ᘧでは、 ᐃⅬ数がከく

なり、タᐃする間㝸・⠊ᅖによっては ᐃにせす

る時間は⭾大なものとなってしまう。また、㠃⢒

JISつ᱁において、Sa➼のࡧでは、ISOつ᱁ཬࡉ

⢒࣓ࣛࣃࡉーࢱと ᐃ間㝸・⠊ᅖ➼の関㐃けが

 れていないため、 ᐃ間㝸・⠊ᅖについてはࡉ

ᐃ⪅のุ᩿にጤࡡられているのが⌧状で࠶る１,２）。

ようにࡠ㉺えてしまわࡧせ⣲を㣕ࡉのため、⢒ࡑ

 ᐃ間㝸をᑠࡉくタᐃしたことで、 ᐃ⠊ᅖも

ᑠࡉくなってしまう、という㠀ຠ⋡な ᐃを

行ってしまうことがከい。当ࢱࣥࢭーにおいても

እではなく、 ᐃ≀ࡸ目的に応ࡌた ᐃ間㝸➼

の㐺ษなドࣂスができていないため、ᮏ✏で

は、㠃⢒ࡉ ᐃ時の ᐃᡭἲの᳨ウを行った。 

 

２ ᳨ウ᪉ἲ 

⢒ࡉᶆ‽∦㸵✀㢮（ᨺ㟁ຍᕤ・ᖹ㠃◊๐・ᡭ

 ・スフࣛ・（スリࣖ）ࡆᡭୖ・（ࣃー࣌）ࡆୖ

ṇ㠃フࣛス・⟄๐）を用いた。各ᶆ‽∦に 

 

 

 

 

おいてึめに、ึᮇ値として ᐃ間㝸をᑠࡉく

（Ⅼᐦ度:㧗） ᐃし、⢒࣓ࣛࣃࡉーࢱを⟬出す

る。次にึᮇ値よりも ᐃ間㝸をᗈࡆて（Ⅼᐦ

度:ప）、ྠᵝに⢒࣓ࣛࣃࡉーࢱを⟬出する（図

１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ᳨ウ１ࢪ࣮࣓ 

これを⧞り㏉し、Ⅼᐦ度をప減ࡏࡉてもチᐜでき

るᐦ度をୗ㝈チᐜᐦ度として⟬出した（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ᳨ウ２ࢪ࣮࣓ 
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